
 

18  

昭

和

五

十

八

年

四

月

七

日

提

出 

質

問

第

一

八

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
3
号
炉
の
敷
地
地
盤
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
八
年
四
月
七
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
 

田 
 
 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

栗 
 

田 
 
 

翠 

 

一 

 



 

3
号
炉
敷
地
内
の
基
盤
で
あ
る
相
良
層
に
は
、
三
本
の
断
層
（
Ｈ
―

1
、
Ｈ
―

2
、
Ｈ
―

3
断
層
）
が
あ
り
、

こ
の
Ｈ
断
層
系
の
評
価
は
、
3
号
炉
敷
地
の
地
盤
の
安
全
審
査
上
の
決
定
的
ポ
イ
ン
ト
に
な
つ
て
い
る
も
の
で
あ 

去
る
四
月
初
め
に
、
日
本
科
学
者
会
議
の
調
査
グ
ル
ー
プ
（
藤
井
陽
一
郎
茨
城
大
学
教
授
（
測
地
学
）
、
伊
藤
通

玄
静
岡
大
学
教
授
（
地
学
）
、
林
弘
文
静
岡
大
学
助
教
授
（
物
理
学
）
ら
）
に
よ
る
静
岡
県
御
前
崎
地
域
の
地
質
調
査

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
白
羽
（
し
ろ
わ
）
断
層
」
の
露
頭
が
地
質
学
的
に
初
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
同

露
頭
は
、
基
盤
の
相
良
層
（
新
第
三
紀
層
）
を
約
七
十
八
セ
ン
チ
切
つ
て
い
る
断
層
が
、
そ
の
上
位
の
御
前
崎
礫
層

（
第
四
紀
層
）
を
約
六
十
八
セ
ン
チ
も
一
目
り
よ
う
然
に
切
つ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
部

電
力
・
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

3
号
炉
の
増
設
を
許
可
し
た
政
府
の
安
全
審
査
結
果
に
、
重
大
な
疑
惑
を
直
接
的

に
投
げ
掛
け
て
い
る
。 
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岡
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三 

 



 

る
。
中
部
電
力
は
、
「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（

3
号
炉
増
設
）
」
の
「
一
部
補
正
」
の
中

で
、
Ｈ
断
層
系
に
つ
い
て
「
少
な
く
と
も
第
四
紀
後
期
に
お
け
る
活
動
は
な
か
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
結
論

付
け
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
御
前
崎
地
域
の
十
数
箇
所
の
相
良
層
な
ど
を
切
つ
て
い
る
断
層
露
頭
を

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
「
い
ず
れ
も
上
位
の
第
四
紀
層
に
変
位
を
与
え
て
い
な
い
」
、
「
少
な
く
と
も
御
前
崎
礫
層
に 

変
位
を
与
え
て
い
な
い
」
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。 

ま
た
、
政
府
は
、
Ｈ
断
層
系
の
評
価
と
し
て
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
認
め
、
「
こ
の
断
層
は
少
な
く
と
も
最
近
の
活 

 

動
が
な
い
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
」
（
通
産
省
）
、
「
Ｈ
断
層
系
の
最
近
の
活
動
性
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
、

繰
り
返
し
て
活
動
す
る
性
質
を
持
つ
活
動
層
と
は
異
な
り
、
地
震
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
断
層
で
は
な
い
も
の
と

判
断
す
る
」
（
原
子
力
安
全
委
員
会
）
と
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
ほ
ど
、
日
本
科
学
者
会
議
の
調
査
グ
ル
ー
プ
が
確
認
し
た
「
白
羽
断
層
」
の
露
頭
で
は
、
基
盤
の
相
良
層
を

切
つ
て
い
る
断
層
が
明
確
に
上
位
の
御
前
崎
礫
層
に
変
位
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は

3
号
炉
敷
地
内
の
Ｈ
断 

四 

 



 

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、「
一
部
補
正
」
で
「
御
前
崎
町
白
羽
の
露
頭
で
は
…
…
こ
こ
で
の
相
良
層
に
は
、
断
層
が

認
め
ら
れ
る
が
、
上
位
の
御
前
崎
礫
層
に
変
位
を
与
え
て
い
な
い
」
と
書
き
、
「
御
前
崎
白
羽
の
露
頭
ス
ケ
ッ
チ
」
を

添
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
な
ん
の
注
釈
も
な
く
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
素
直
に
読
め
ば 

 

「
白
羽
断
層
」
の
露
頭
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
、
問
題
が
な
い
と
い
う
評
価
が
さ
れ
た
と
誰
も
が
思
う
で
あ
ろ

う
。
「
白
羽
断
層
」
は
、
「
日
本
の
活
断
層
」
（
東
京
大
学
出
版
会
）
の
中
で
「
確
実
度
1
」
の
活
断
層
と
し
て
記
載
さ
れ

て
お
り
、
原
発
敷
地
周
辺
の
地
盤
、
地
質
調
査
の
重
要
な
対
象
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
東
海
大
地
震

の
来
襲
が
騒
が
れ
て
い
る
御
前
崎
地
域
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
一
部
補
正
」
で
い
う
「
白

羽
の
露
頭
」
と
は
、「
白
羽
断
層
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
実
は
白
羽
地
区
に
あ
る
全
く
別
の
露
頭
で
あ
る
こ
と
が
添

付
資
料
を
み
る
と
明
白
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
の
仕
方
は
欺
ま
ん
的
で
あ
る
。 

層
系
が
活
断
層
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
3
号
炉
の
敷
地
地
盤
と
地
質
の
安
全
審
査
結
果
に
重
大
な
事

実
誤
認
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

五 

 



 

四 

「
一
部
補
正
」
で
こ
れ
ら
「
一
〇
数
ケ
所
の
露
頭
」
で
は
「
い
ず
れ
も
上
位
の
第
四
紀
層
に
変
位
を
与
え
て
い
な

い
」
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
評
価
し
た
根
拠
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

五 

こ
れ
ら
敷
地
周
辺
の
地
質
調
査
の
時
期
、
調
査
人
員
、
調
査
内
容
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま 

 

た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
中
部
電
力
に
出
し
た
資
料
は
安
全
評
価
の
上
で
極
め
て
重
要
な
の
で
、
そ
の
全 

三 

「
一
部
補
正
」
で
「
相
良
層
、
掛
川
層
に
み
ら
れ
る
断
層
と
第
四
紀
層
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
〇
数
ケ
所

の
露
頭
で
観
察
し
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
露
頭
の
位
置
を
地
名
番
地
で
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

一 

3
号
炉
敷
地
の
地
質
、
地
質
構
造
の
調
査
に
当
た
つ
て
、
日
本
科
学
者
会
議
の
調
査
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
ほ
ど

確
認
し
た
「
白
羽
断
層
」
の
露
頭
を
調
査
・
検
討
し
た
の
か
ど
う
か
。 

二 

「
日
本
の
活
断
層
」
に
、
御
前
崎
地
域
の
活
断
層
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
白
羽
断
層
」
を
始
め
一
連
の
活
断

層
を
調
査
・
検
討
し
た
の
か
ど
う
か
。 

以
下
、
浜
岡

3
号
炉
増
設
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
部
分
に
限
つ
て
質
問
す
る
。 

六 

 



 

 

七 

容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

3
号
炉
敷
地
の
Ｈ
断
層
系
の
安
全
評
価
は
重
大
な
事
実
誤
認
の
疑
い
が
あ
る
の
で
、
全
面
的
な
見
直
し
を
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

七 

ま
た
、
そ
の
見
直
し
に
当
た
つ
て
は
、3

号
炉
建
設
に
反
対
又
は
批
判
的
な
住
民
、
学
者
な
ど
の
意
見
も
反

映
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


